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（
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）

提
出

先
の

部
会

 ：
総

合
部

会

氏
名

 ：
 大

城
　

貴
代

子

委
員
　
　
・
　
　
専
門
委
員
　
　
　
　
　
　
　

　
所
属
部
会
名
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
会

（
素

案
）

章
・
頁

・
行

本
　

　
　

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
　

由
　

　
　

等

第
３

章
・
4
2
8
頁

2
1
～

2
2
行

　
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
つ

い
て

は
、

啓
発

講
座

の
実

施
、

女
性

相
談

、
D

V
防

止
に

関
す

る
広

報
活

動
等

を
実

施
し

た
こ

と
で

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
意

識
の

醸
成

に
努

め
た

。

【
意

見
】

　
女

性
行

政
が

全
国

的
に

縮
小

さ
れ

る
中

で
、

「
て

ぃ
る

る
」
を

拠
点

と
し

て
女

性
団

体
と

連
携

し
て

啓
発

活
動

、
相

談
事

業
を

展
開

し
て

き
た

こ
と

を
加

筆
し

て
ほ

し
い

。
　

ま
た

、
県

に
お

い
て

も
女

性
力

・
平

和
推

進
課

の
新

設
で

努
力

し
て

い
る

こ
と

も
加

筆
し

て
は

ど
う

か
。

（
て

ぃ
る

る
塾

な
ど

）

第
３

章
・
4
2
9
頁

3
8
～

4
2
行

　
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
つ

い
て

は
、

女
性

が
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
て

安
心

し
て

生
活

し
、

様
々

な
分

野
で

そ
の

持
て

る
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
社

会
の

実
現

が
必

要
で

あ
る

。
　

こ
の

た
め

、
引

き
続

き
、

関
係

団
体

と
連

携
し

、
広

報
啓

発
に

取
り

組
む

ほ
か

、
男

女
共

同
参

画
を

更
に

加
速

さ
せ

る
講

演
会

や
研

修
会

の
開

催
な

ど
の

取
組

を
、

市
町

村
を

含
め

た
県

全
体

で
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
意

見
】

　
男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

や
女

性
活

躍
推

進
法

が
で

き
た

が
、

女
性

の
経

済
分

野
、

政
治

参
画

は
お

く
れ

て
お

り
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

「
2
0
2
0
3
0
」
の

社
会

実
現

に
向

け
た

取
組

が
必

要
で

あ
る

。

※
様

式
の

デ
ー

タ
は

あ
ら

か
じ

め
メ

ー
ル

で
ご

案
内

し
て

お
り

ま
す

が
、

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

も
掲

載
し

て
い

ま
す

。

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（
沖

縄
振

興
計

画
）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）
に

対
す

る
意

見
）

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

※
意

見
に

つ
い

て
は

、
郵

送
、

F
A

X
又

は
メ

ー
ル

に
て

、
各

回
の

会
議

開
催

１
週

間
前

ま
で

に
、

提
出

先
の

部
会

担
当

者
あ

て
に

提
出

願
い

ま
す

。
　

 〆
切

を
過

ぎ
て

し
ま

い
ま

す
と

、
翌

々
回

の
会

議
に

お
け

る
対

応
と

な
り

ま
す

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

ご
了

承
く
だ

さ
い

。

　
2
1
世

紀
は

、
女

性
の

活
躍

が
大

き
く
期

待
さ

れ
て

い
る

。
　

総
点

検
の

中
で

、
女

性
に

関
す

る
記

述
が

少
な

い
こ

と
は

残
念

。
　

次
期

ビ
ジ

ョ
ン

の
中

で
は

、
「
男

女
共

同
参

画
社

会
」
の

柱
立

て
を

要
望

い
た

し
ま

す
。
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世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書
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素

案
）

に
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す
る

意
見
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会
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頁
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報
 
告
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修

 
正

 
文

 
案

 
等
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理
　

　
　

由
　

　
　

等

1
3
章

P
4
2
8

2
1
行

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
は
、
啓
発
講
座
の
実
施
、
女
性

相
談
、
D
V
防
止
に
関
す
る
広
報
活

動
等
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
意
識
の
醸
成
に
努
め

た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
は
、
女
性
の
地
位
の
向
上
を
図

り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の

促
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
た
沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
て
ぃ
る
る
」
を
拠
点
と
し
て
、
女
性

団
体
等
と
連
携
や
協
力
し
、
啓
発
講

座
の
実
施
、
女
性
相
談
、
D
V
防
止

に
関
す
る
広
報
活
動
等
を
実
施
し
た

こ
と
で
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

意
識
の
醸
成
に
努
め
た
。

　
女
性
行
政
が
全
国
的
に
縮
小
さ
れ

る
中
で
、
「
て
ぃ
る
る
」
を
拠
点
と
し
て
女

性
団
体
と
連
携
し
て
啓
発
活
動
、
相

談
事
業
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
を
加
筆

し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
県
に
お
い
て
も
女
性
力
・
平

和
推
進
課
の
新
設
で
努
力
し
て
い
る

こ
と
も
加
筆
し
て
は
ど
う
か
。
（
て
ぃ
る
る

塾
な
ど
）

　
2
1
世
紀
は
、
女
性
の
活
躍
が
大
き
く

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
総
点
検
の
中
で
、
女
性
に
関
す
る

記
述
が
少
な
い
こ
と
は
残
念
。

　
次
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
は
、
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
の
柱
立
て
を
要
望
い

た
し
ま
す
。

2
3
章

P
4
2
9

3
8
行

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
女
性
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
て
安
心
し
て
生
活
し
、

様
々
な
分
野
で
そ
の
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現

が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
関
係
団

体
と
連
携
し
、
広
報
啓
発
に
取
り
組

む
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
を
更
に

加
速
さ
せ
る
講
演
会
や
研
修
会
の

開
催
な
ど
の
取
組
を
、
市
町
村
を
含

め
た
県
全
体
で
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
は
、
女
性
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
て
安
心
し
て
生
活
し
、
様
々
な
分

野
で
そ
の
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
2
9
年
度
に
策
定
し

た
「
第
5
次
沖
縄
県
男
女
共
同
参
画

計
画
～
D
E
IG
O
プ
ラ
ン
～
」
に
基
づ

き
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
諸
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

実
施
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引

き
続
き
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
広

報
啓
発
に
取
り
組
む
ほ
か
、
男
女
共

同
参
画
を
更
に
加
速
さ
せ
る
講
演
会

や
研
修
会
の
開
催
な
ど
の
取
組
を
、

市
町
村
を
含
め
た
県
全
体
で
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
や

女
性
活
躍
推
進
法
が
で
き
た
が
、
女

性
の
経
済
分
野
、
政
治
参
画
は
お
く

れ
て
お
り
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

「
2
0
2
0
3
0
」
の
社
会
実
現
に
向
け
た

取
組
が
必
要
で
あ
る
。

　
2
1
世
紀
は
、
女
性
の
活
躍
が
大
き
く

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
総
点
検
の
中
で
、
女
性
に
関
す
る

記
述
が
少
な
い
こ
と
は
残
念
。

　
次
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
は
、
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
の
柱
立
て
を
要
望
い

た
し
ま
す
。

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
該
当
箇
所
を
修
正
】

左
案
の
と
お
り
修
正
す
る

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
該
当
箇
所
を
修
正
】

女
性
の
更
な
る
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
参
画

促
進
を
施
策
の
１
つ
と
し
て
い
る
「
男
女
共
同
参
画

計
画
～
D
E
IG
O
プ
ラ
ン
～
」
に
お
け
る
取
組
を
左
案

の
と
お
り
追
記
す
る
。
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（
別

紙
 ２

－
１

）

提
出

先
の

部
会

 ：
総

合
部

会

氏
名

：
　

古
謝

　
安

子

委
員
　
　
・
　
　
専
門
委
員
　
　
　
　
　
　
　

　
所
属
部
会
名
：
離
島
過
疎
地
域
振
興
部
会

（
素

案
）

章
・
頁

・
行

本
　

　
　

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
　

由
　

　
　

等

報
告

書
（
素

案
）

全
体

※
文

章
の

記
載

に
つ

い
て

－
全

体
的

に
文

章
を

統
一

し
た

ほ
う

が
よ

い
。

全
体

を
見

て
い

て
文

章
が

統
一

さ
れ

て
い

な
い

感
じ

が
す

る
。

例
え

ば
、

一
段

落
に

一
文

章
だ

け
入

っ
て

い
て

、
次

に
箇

条
書

き
み

た
い

に
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
が

あ
る

か
と

思
え

ば
、

し
っ

か
り

と
復

帰
後

の
情

報
が

書
か

れ
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
り

、
も

う
少

し
き

ち
ん

と
統

一
し

た
ほ

う
が

よ
い

。

※
様

式
の

デ
ー

タ
は

あ
ら

か
じ

め
メ

ー
ル

で
ご

案
内

し
て

お
り

ま
す

が
、

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

も
掲

載
し

て
い

ま
す

。

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（
沖

縄
振

興
計

画
）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）
に

対
す

る
意

見
）

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

※
意

見
に

つ
い

て
は

、
郵

送
、

F
A

X
又

は
メ

ー
ル

に
て

、
各

回
の

会
議

開
催

１
週

間
前

ま
で

に
、

提
出

先
の

部
会

担
当

者
あ

て
に

提
出

願
い

ま
す

。
　

 〆
切

を
過

ぎ
て

し
ま

い
ま

す
と

、
翌

々
回

の
会

議
に

お
け

る
対

応
と

な
り

ま
す

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

ご
了

承
く
だ

さ
い

。
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１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

1
報
告
書
（
素
案
）
全
体

※
文
章
の
記
載
に
つ
い
て

※
文
章
の
書
き
ぶ
り
を
統
一
的
に

記
載
す
る
よ
う
務
め
る
。

全
体
的
に
文
章
を
統
一
し
た
ほ
う

が
よ
い
。
全
体
を
見
て
い
て
文
章
が

統
一
さ
れ
て
い
な
い
感
じ
が
す
る
。

例
え
ば
、
一
段
落
に
一
文
章
だ
け

入
っ
て
い
て
、
次
に
箇
条
書
き
み
た

い
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か

と
思
え
ば
、
し
っ
か
り
と
復
帰
後
の

情
報
が
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
も
う
少
し
き
ち
ん
と
統
一
し
た
ほ

う
が
よ
い
。

2 3 4 5 6

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
該
当
箇
所
を
修
正
】

左
案
の
と
お
り
修
正
す
る
。
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